
詳細設計レビュー

試作レビュー

量産判定

プロジェクト検証

商品企画レビュー

先行開発

常に新しい技術を創造し、高品質で、使いやすく、環境に優
しい製品提供を行うべく、研究開発システムの充実を図って
います。
製品開発の各ステップでは、企画・技術・製造・購買・販売など、
事業部の関連部門が集合して、徹底的に設計レビューを行い
ます。環境配慮設計の検証としては、①詳細設計レビュー時
に当事業部環境設計ガイドラインによる検証、②試作レビュー
時には有害化学物質の含有検証をそれぞれ盛り込み、環境負
荷削減の取り組み強化を行っています。
また、VDR（バーチャルデザインレビュー）開発ツールを導
入し、3次元CADデータを用いた「モノ」を作らない仮想試
作システムを構築。このシミュレーション開発により、開発
期間の短縮、製品の性能・品質向上とともに、試作機台数を
削減することによる省資源化やコスト削減も実現しています。

製品開発体制
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お客様に心から喜んでいただける製品をお届けするために、当事業部では、最新の技術力とデザイン力を擁する開発体制を構築し、
品質の向上に取り組んでいます。同時に、常にお客様の声に耳を傾け、ご意見を製品にフィードバックさせることで、お客様の立
場に立ったモノづくりの実践を推進しています。

品質の検査体制
「お客様に喜ばれる高品質な商品を最適なタイミングで提供す
る」を品質方針に、不良を作りこまない・出さない・早く発
見し対策するための品質マネジメントシステムを構築してい
ます。
開発においては、設計レビュー制度を導入し、開発段階ごと
に厳しく品質の検証を行っています。電子開発、機構開発、
ソフト開発グループの設計担当部門では、詳細設計レビュー
に合格した後に作られる試作機を利用して、各設計の品質を
確認評価するためのDVT（Design Verification Test）を
実施しています。一例として、温湿度の条件の違いにより動
作性に影響の出やすい紙搬送性の評価は、自社内の環境試験
室で、常温常湿、低温低湿、高温高湿といったさまざまな条
件の下、原稿繰り込みや原稿の分離性、記録紙づまりなどの
各項目に対して、記録紙のサイズや種類ごとに、複数の機械
を用い、1カ月以上の期間をかけてこの試験を行います。
ほかにも、消費電力、静電気、機器内部の温度上昇、電波障
害、騒音、各機能を制御するソフトウェアの動作チェックなど、
多岐にわたる評価を行い、要求仕様を満足するように設計の
見直しを行います。
この試作レビューが終了すると、品質保証部門がさらにお客様
の視点に立って、QAT（Quality Assurance Test）を行い
ます。ここで市場の環境・使用方法で不具合が発生しないこ
との最終確認が行われ、このステップに合格して初めて、お
客様に安心してお使いいただける製品を提供できるものとし
て、量産へ移行します。

確かな品質を約束するために

製品開発体制

■ 設計レビュー制度

■ 環境試験室（本社事業所）

低温低湿環境での評価の様子

■ VDR
（バーチャルデザイ
ンレビュー）

製品は多様な条件下で使用されることが想定されます。環境
試験室は、常温常湿、低温低湿、高温高湿など、さまざまな
温湿度環境を再現し、製品の耐環境性試験ができる施設です。

■ 電波暗室（本社事業所）

製品から発生する電磁波を測定
する施設です。当社の電波暗室
は、VCCI※1、FCC※2 の認定サ
イトとして登録されています。

※1：情報処理装置等電波障害自主規制
　　　協議会
※2：米国連邦通信委員会

品質の保証
国際的な品質マネジメントシステムを有する企業として、当
事業部および大分工場は「ISO 9001」適合の認証を取得し
ています。一貫した品質保証体制の中、品質に対する高い意
識と姿勢で、本物
の「品質」を提供
するため、努力を
続けています。

JQA-0856
大分ムラタ株式会社

No.238188
村田機械株式会社 情報機器事業部

QUALITY SYSTEM



お客様の声
サイクル

お客様製品

開発 営業
サービス

・ インフォメーションセンターにて
  お客様のご意見を収集

・ フィールドエンジニアによる定期的なメン
  テナンス訪問で直接お客様のご意見を収集

営業担当者やインフォメーションセンターに
問い合わせ

「お客様の声」としてデータベース化

・ 製品開発者が「お客様の声」の
  データベース内容を閲覧・分析

・ 製品開発者によるお客様訪問や
  アンケート調査によるご意見収集

新製品の開発フローに「お客様の声」を反映

「お客様の声」の意見を取り入れて
開発された製品の提供

V-970シリーズに寄せられらた
お客様の声（約300項目）

V-980シリーズの対応内容
（約100項目）

1 原稿読み取りや印刷の際に斜めに
なることがあるのを直して欲しい

プリンターおよびスキャナー部の両方
に斜め送り防止装置を追加

2 紙づまりを取りやすくして欲しい 紙が取り出しやすいよう、カバーと連動
してローラを解放するように機構変更

3 トップカバーが重たくてかたいので
閉めにくい

バネを利用し、その補助力を用いて、
開閉しやすいように機構変更

色・スタンプを変更4 済みスタンプの色（ピンク）が見に
くい、インクが薄い

5 通信管理レポートを、日付を指定し
て1日分出力したい

ソフトウェアを変更し、「通信日報プリ
ント機能」を搭載

6 アラーム音が聞き取りにくい スピーカーの位置をフロント部に変更

製品クレーム22％

     ① 製品仕様：34％
     ② 操作性：19％
     ③ お客様によるメンテナンス：11％

製品要望72％

     ① 製品仕様：44％
     ② 操作性：17％
     ③ お客様によるメンテナンス：10％

主
な
内
容

主
な
内
容

賞賛6％

     ① 製品仕様：38％
     ② 操作性：25％
     ③ インフォメーションサーバー 機能（P4「販売品目」参照）：13％

主
な
内
容

賞賛
6％

製品クレーム
22％

製品要望
72％
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製品に関するお客様の声は、現在、ムラテック販売の「インフォ
メーションセンター（お客様電話対応センター）」にて受付し
ています。国内では、お客様への対応力をさらにレベルアッ
プし、お客様の利便性を高めるため、全国のお客様からのお
問い合わせ窓口を一本化いたしました。同センターに寄せら
れるお客様の要望や困りごと、賞賛、さらにフィールドエン
ジニアに日々寄せられるお客様の声は年間で１万件を越え、
これらは全て社内データベースへ集約されます。こうして集
められた「お客様の声」は機種やトラブル内容ごとに分析され、

「お客様の声」を開発へフィードバック

仕様の改善や不具合対策の実施へと活かされています。
また、製品発売後には、商品企画、技術本部、UI 活動（P9
～ 10「特集　使いやすさ向上プロジェクト」参照）のメンバー
が中心となって、お客様への直接訪問やアンケートを実施し、
設置環境や使用状況の調査、製品の満足度や改善要望などの
ご意見を収集し、次機種開発のコンセプト作りへと反映して
います。
今後も、お寄せいただいたご意見に対するフィードバック体制
を充実させ、さらなるお客様満足度の向上に努めていきます。 

■「お客様の声」を開発へフィードバックするサイクル

特許への取り組み
当社では、日々のアイデア創出の積み重ねが製品の性能向上、
および使い勝手のより良い製品の開発につながると考え、特
許出願に積極的に取り組んでいます。社内では全社員を対象
に、特許の出願・登録に応じて公平に報奨が授与される特許
報奨制度を導入しています。
こうした取り組みの成果として、「近畿地方発明表彰」や「京
都府発明等功労者表彰」では毎年受賞者を輩出し、これまで
に多数の国際特許を取得してきました。また当社は、 2007
年 1月 16日付けの日本経済新聞に掲載された、日本国内の
「特許の『質』ランキング上位10社」（特許コンサルティン
グ会社アイ・ビー・ピー作成）において第6位に選ばれ、質
においても当社の特許は高く評価されています。
このように、量・質ともに高い評価をいただいている当社の
特許への取り組みですが、この独創性を製品開発に反映し、

技術開発力の充実のために

技術報告会
当事業部では、技術開発力の向上や技術交流を目的として、
年に1回技術報告会を開催しています。2006年度は 9つ
のテーマを取り上げましたが、その中の1つとして、環境規
制動向や環境配慮設計への取り組みについての報告が行われ
ました。
また、全社的取り組みとして、2006年から全社開発発表会
を年に2回開催しています。部門を越えた技術の水平展開を
目的とし、ともに学び、ともに競い合いながら、強い技術・
強い製品作りに邁進しています。

■「お客様の声」からの改善事例（V-980シリーズ開発時）

さらに広くお客様に喜んでいただけるものとするため、今後
も継続して利用価値・技術的価値の高い発明への取り組みを
推進していきます。

■「お客様の声」（2006年度）　合計件数 10,289件　




